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ＩＦＳＣクライミング世界選手権２０１６
ボルダリングで男子金、女子は銀、銅、獲得！

　ＩＦＳＣクライミング世界選手権２０１６が９月１４日

（水）～ １８日（日）にフランス・パリ、ベルシーのアコー

ホテルズアリーナで開催された。

　大会４日目の１７日（土）に行われたボルダリング男

子決勝で、楢崎智亜（２０歳）が優勝し、世界チャンピオ

ンのタイトルを手にした。日本選手が世界選手権で優

勝するのは、史上初。

　１６日（金）に行われた男子準決勝では、多くの選手が

難課題に苦戦し、完登が０（ゼロ）の選手が半分を占め

る波乱の展開となった。２完登、４ボーナスの２選手の

うちのアダムス・オンドラ（チェコ）がトライ数で準決

勝を１位で通過。日本選手は、堀創が５位、楢崎が６位

で辛うじて決勝進出。ＩＦＳＣボルダリングＷＣ２０１６

で２位の藤井快は、完登がないまま１２位に終わった。

第１課題を最初に完登して観客を沸かせた高田知尭

は惜しくも決勝ラインに届かず８位、渡部桂太は１９位

だった。

　１７日（土）の決勝では、３名の地元フランス勢の決勝

進出で、アリーナを埋め尽くす観客が大声援を送る中、

もつれた展開を見せたが、最終課題を１番手の楢崎が

フラッシュで登り、後続の選手を振り切って優勝を決

めた。２位のアダム・オンドラは３完登、４ボーナスと

楢崎と同じであったがトライ数で楢崎が勝った。３位

はマニュ・コルヌ（仏）、堀創は６位に終わった。

　一方、ボルダリング女子は、１７日（土）の準決勝で、

野口啓代（２７歳）が１位、野中生萌（１９歳）が２位タイ

で決勝進出を決めた。

　翌１８日（土）の決勝では、ペトラ・クリングラー（ス

イス）と野口啓代のトップ争いとなった。最終課題を完

登したクリングラーに対し、野口は完登できず、優勝を

逃した。野中は、第３課題終了時５位につけていたが、

最終課題で完登を決め、逆転の２位となった。

　リード男子では、是永敬一郎が安定感のある登りを

見せ、強豪ひしめく中、８位で決勝に進出。１８日の決勝

では健闘及ばず８位に終わった。

会場風景

金メダルに輝いた楢崎選手
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日本代表チーム

野中、野口選手表彰台

楢崎選手

楢崎選手

是永敬一郎選手

野中選手

野口選手
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ＩＦＳＣ  Paraclimbing World 
Chanpionships-Paris 2016大会報告
　パラクライミング世界選手権は、今回が４回目の開

催で、参加国・選手は２０ケ国７７名の選手が参加した。

　日本チームは、１月の全日本パラクライミング大会

でカテゴリーが３名以上で成立とし、１位の選手を代

表に認定し派遣した。内容はブラインドＢ１クラス・

小林幸一郎（前回大会優勝者）、川井雄人。Ｂ２クラス・

会田祥。　神経障害ＲＰ３クラス・吉田藍香の男子３

名と女子１名。

　９月１２日、羽田空港から全日本チームと同じ飛行機

でパリに向かった。

　１３日は受付とメディカルチェックを受ける。

　１４日、予選１が行われた。初参加の高校生Ｂ１川井

選手は緊張していたが、予選１ルートを完登。他の３名

も問題なく完登。これでホッとする。

　１５日、予選２、これで決勝へ進む４名が決まる。Ｂ２

の会田選手は余裕の完登で１位通過。Ｂ１の小林選手

はイタリアのマテオ選手に抜かれて２位通過。Ｂ１の川

井選手は下部のセクションで惜しくも落ちてしまい５

位。上位４人とは力の差はあったように思う。ＲＰ３の

吉田選手は同率の１位通過となった。吉田選手に関し

ては、他のチームから成績は１位と伝えられていた。吉

田選手から抗議をしてもらいたいと言われたが、他の

選手の記録をチーム内で取っていないし、ビデオ撮影

もしていなかったため、日本チームで確認ができなかっ

たため抗議はしないで成績を受け入れることにした。

　１６日、Ｂ２とＲＰ３の決勝が行われた。Ｂ２の会田選

手は余裕の完登。決勝ではもう一人が完登したが、カ

ウントバックで会田選手の優勝が決まる。前回大会は

カテゴリーが成立していなかったために１位であった

が正式記録には記載されていない。今回は文句なしの

優勝である。会田選手はＢ１クラスを含めても実力は

Ｎｏ１と思われる。

　ＲＰ３の吉田選手は、体の右側にマヒがみられる。決

勝の登りは順調に進んだのだが、上部の箇所で、右手

でつかむと良いホールドを飛ばしてその上のホールド

を左手で取りに行こうとしてつかみきれずに墜落。惜

しくも３位の結果となった。

　１７日、ボルダリング男子の決勝のすぐ後にＢ１の決

勝があった。Ｂ１選手が登るときにはコーチの声が聞

き取れないといけないため、会場はシーンと静かに。

この中で小林選手と鈴木コーチとの２人だけのやり取

りの声が響いた。フランスのニコラス選手が中央のハ

ング部分を超え上部に迫っていたため、小林選手はそ

こを超えなければ優勝はないという状況の中、リーチ

がないのであるが、確実にホールドをとらえハングを

超えていった。最後はスローパーが続くが、そこも何と

かこらえて、最終ホールドまで迫る。足を決め最終ホー

ルドに手を伸ばすが届かず、もう一度伸ばすがとらえ

きれずに墜落。でも会場からはそのパフォーマンスに

大きな拍手が沸き起こった。パリの観客はパラクライ

マーにも温かい拍手を惜しみなく送ってくれた。

　表彰式は、ボルダリング男子とＢ１男子が続いてあ

り、会場には君が代が続けて鳴り響き、日本の活躍・レ

ベルの高さを世界に示した。

　１８日、最終日はボルダリング女子の決勝とリード男

子の決勝そしてＡＬ２（片足欠損）男子の決勝である。

ＡＬ２はパラクライミングで一番レベルの高い種目で

もある。前回優勝のスペインのウルコ選手はまさかの

予選落ち。ウルコ選手は普段自然壁で５．１３以上のルー

トを登っている。そのレベルの高さは健常者のクライ

マーも負けてしまうくらいである。それだけレベルの

高い争いが行われた。またこの種目は義足をつけてい

てもよいこととなっていて、義足装着の選手対義足な

しの選手との戦いという構図でもあった。結局義足な

しで登ったスペインのGasc選手が優勝。会場からはそ

の登りのパフォーマンスに大きな拍手が沸いていた。

� （パラクライミングチーム監督　佐藤　建）

Ｂ２ 優勝の会田祥選手 Ｂ１連覇の小林幸一郎選手、
２位ニコラス選手、３位マテオ選手
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みんな集まれ！ジュニア登山教室 in 立山 2016

　今年で７回目を迎えた「てっぺんめざしてワイワイ

登ろう！みんな集まれ！ジュニア登山教室ｉｎ立山

２０１６」が、国立立山青少年自然の家を宿泊地として８

月１７日（水）～ ２０日（土）の３泊４日の日程で開催さ

れた。

　１７日７時３０分、新宿駅西口をバスが出発。途中の

サービスエリアで埼玉県からの参加者が合流し富山を

目指しました。道中の高速道路においては順調に進む

ことができ、国立立山青少年自然の家で兵庫県からの

参加者が合流し小学２年生から中学１年生までの男子

４名、女子５名、合計１０名の子ども達が集まった。

　開校式では、本木顧問から安全登山心得の話、国立

登山研修所の宮﨑所長から富山の自然を満喫してほし

いとの話があった。

　その後、部屋に荷物を入れる間もなく、隣接する「来

拝山」へ登った。この山は、標高８９９ｍで、ここで立山

を拝む「立山信仰ゆかり」の山でもある。かつて、立山

が女人禁制だった時代には、女性たちがこの山に登っ

て立山を拝んだといわれている。それほど、ここから

眺める立山の姿は美しい。ただし、昨年と同様に曇っ

ており残念ながら眺望することができなかった。それ

でも子供たちは、元気に登山をすることができまし

た。

　夜のフリーセッションでは２つの生活班を決めた。

生活班は学年の枠を超えた４～５名の子ども達で構成

され、食事、つどい、見学体験などで行動を共にする。

　１８日は午前中に立山カルデラ砂防博物館を見学し

た。博物館の飯田氏による日本初の氷河が立山で確認

された話や、立山に見られる動植物の説明も大変勉強

になった。また、ピンポン玉を利用した雪崩の実験を

体験させていただき子供達だけではなく我々大人も貴

重な時間を過ごすことができた。

　その後、徒歩で国立登山研修所に移動し、昼食にお

いしいカレーライスをいただいた。

　午後からはクライミング体験です。富山岳連の方々

にビレー役をお願いし、みんな汗びっしょりになるま

でがんばった。中には一番難しいルートをトップまで

登れた人もいて、会場は大きな拍手に包まれた。

　夕方は、国立立山青少年自然の家に戻り、「おうちへ

の手紙」を書いた。雷鳥の絵葉書に立山での楽しさを

したため、家族や友達に想いを伝えた。

　１９日は待望の立山登山の日。天気はガスがかかっ

ていたが、雷鳥やオコジョとの遭遇には絶好の天気で

期待をしながら登山をした。今年は、参加人数が少な

かったこともあり、全部で２コースに絞った。Ａコー

ス１班（５名） 雄山（３００３ｍ）とＢコース２班（５名）

は浄土山（２８３１ｍ）に登り、目標の山に臨んだ。Ａコー

スでは、室堂山荘の先と、一ノ越直下のところで雷鳥

と遭遇することができた。

　Ｂコースでは、雷鳥とオコジョに遭遇することがで

き見つけた子ども達はもちろん、引率の私たちも大喜

雷鳥 オコジョ
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びでした。

　両コースとも歩行時間は、大人でも５時間弱かかる

コースだが、疲れた中でもみんな元気よく登山するこ

とができた。

　宿泊最終日の夜は、本木顧問の始めの言葉の後、２

つの班が中心となったゲームは全員が一丸となって参

加できたことでどれも楽しく盛り上がった。とくに目

隠しをして顔を描く「福笑い」は子供たちと一緒にス

タッフも参加し大いに笑い楽しむことができた。子供

たちもスタッフも忘れられない思い出になったことで

しょう。

　最終日の２０日は、記念撮影の後に閉校式。４日間の

ふりかえりでは、イラストを交えながら頑張ったこと

や楽しかったことを書いた。その後、本木顧問から一

人ずつ修了証と記念バッチが手渡された。

　閉校式の後は、「称名の滝」を見学した。この滝は弥

陀ヶ原台地の縁から称名川へ、４段３５０ｍの日本一の

落差を誇る。下界の暑さを忘れる瀑風と水しぶきに歓

声が涌いた。見学後、立山駅前で現地合流したお友達

と手を振って別れ、バスは帰路に就いた。

　ジュニア登山教室 in 立山 2016は、３泊４日の日程

中に盛りだくさんのプログラムが組まれている。参加

した子ども達から、「立山カルデラ博物館の雪崩の体

験が楽しかった。」「特別天然記念物の雷鳥と会えてよ

かった。」「スポーツクライミングは大変だったけど楽

しかった」「友だちを励ましながら登山ができてよかっ

た。」「来年もぜひ参加したいです。」などの感想が寄せ

られた。

　この教室のねらいである「登山や自然との触れ合い

を体験し、自然のすばらしさ、登山・スポーツクライ

ミングの楽しさを学ぶ」「子供たちの地域を越えた交

流と共同生活により人との触れ合いの楽しさ、団体生

活のルールを理解する」「子供たちの自立心を養い、自

分で考えその場にあった行動ができる」という目標が

達成されたようだ。

　最後になりましたが、この活動のために準備段階か

らご尽力いただきました多くの関係者の皆様方に厚く

御礼申し上げます。� （記　中瀬和徳）

UIAA  Joint Expedition 2016
カルリタウ登山報告

　今年の夏休みは、ＵＡＡＡ主催のジョイント・エク

スぺディションがカザフスタンのテンシャンであり、

日本から６名（女子４名、男子１名）が参加した。

　７月２２日、ソウルから６時間半のフライトで２１時５５

分、アルマティ着。

　７月２３日、今日は標高２，２００ｍのカルカラＢＣまで

２８０ｋｍを車で移動する。途中小さなバザールで西瓜

を購入すると、５ｋｇの大きなものが２００円。シャシユ

リクという日本の焼鳥の１０倍位の牛や羊の串焼きを食

べ、その匂いに中央アジアに来たんだなあ、と実感。原

野の中を走りに走って７時間、やっと緑のカルカラＢ

Ｃ（２２００ｍ）に到着した。途中、以前には無かったキル

ギスとの国境が有刺鉄線でできていた。テロを警戒し

てのためだそうだが、たくさんの花が咲くこんな穏や

かな大自然には似合わないものだ。心尽くしの美味し

いカザフ料理の夕食に、長旅の疲れを癒す。

　７月２４日、国境を越えてキルギス側に移動し、ヘリ

コプターで北イニルチェク氷河のＢＣ（４０００ｍ）に移

動。約４０分のフライトは緑溢れる山々をあっという

間に超え、茶色に変わるとすぐ５，６，７０００ｍ級の白い

山々の連なりが見えてきて、その迫力に圧倒され、魅

了される。ＢＣの前は氷河を挟んハンテングリ（６９９５

ｍ）北面で、一瞬にして心奪われる眺めで、私の好きな

山Ｎｏ１なのだ。短い日程なので高度順応のため、まず

３時間ほどゆっくり氷河上を歩き、午後からはハンテ

ングリの登り口迄行ってみる。昼間のせいもあるが氷

河は溶けているところが多く、何か所も飛び越えると

ころがある。落ちたら大変だ。
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　７月２５日、装備点検の後９：００発。４時間半の予定

だがゆっくりと氷河上を進み１４：３０Ｃ１（４２５０ｍ）着。

もう先に行ったスタッフがテントを張っておいてくれ

ていた。驚いたことに、テントの後ろは氷河湖である。

トイレに行く時気をつけないと大変。１８年前に高度順

応で来た時、雪の上にテントを張ったのを憶えている

ので、地球温暖化を目の当たりにした思いであった。

　７月２６日、８：００発。Ｃ２（４８００ｍアタックキャンプ）

に向けいよいよ登りが始まるが、雪どころではなく、ガ

ラガラと崩れ易い薄い岩の連続で、歩きずらいことこ

の上ない。植物が見えないことから、ここも以前は雪

に覆われていたのだろう。２時間ほどの登行で雪壁の

下に到着。ユマールを使っても、クランポンが雪壁に

きちっときまらず、ざらざらと崩れてしまい１００ｍほど

の壁を超えるのに１時間半近くかかった。やっとのこ

とで上がると、すぐだと思っていたＣ２が遠くに見え、

がっかり。ラッセルしながら進み１８：００に到着。明日

は登り５時間、下り８時間ということなので食欲も出

ないが何とか飲み込み寝ることに。

　７月２７日、２：３０起床。お湯を作るのに時間がかか

り４：３０出発。夜中に雪が降ったがそんなに寒くない。

緩い登りのプラトーをつめ、カルリタウパスに到着。

６：３０山頂を目指しアンザイレンで雪稜の登行を始め

る。風が出てくるが思ったほどではない。ところどこ

ろクレバスがあるのでロープが引っ張られたり、引っ

張ったりで進むが、調子よく登行を続ける。３５度とい

う斜面も、ハンテングリ北東面や前に登ったマーブル

ウオール峰（６４００ｍ）を見ながら気分良く登り、前に見

えるカルリタウが陽に輝いていて、疲れも感じないよ

うである。ところが、３本目の小休止の時、１１：００頂上

直下にあるあまりに大きいクレバスは、ここ数年超え

ていないということで、ここから戻ることになる。（登

頂証はＢＣでくれた。）今日中にＢＣ迄戻らなければな

らないことを考えると下りは何時間かかるのだろうか，

急がなければならない。パスまで転げるようにして下

り、やっとロープを外すといろいろな重みがとれたよ

うな、そしてちょっと気が緩んだような気がした。Ｃ２

まで殆ど食事もとらずに歩き、やっとラーメンを口に

入れることができた。１６：００下山開始。途中、あの雪壁

を今度は皆んな順調に下りたが、私は後で崩れやすい

岩に転び、足を打ってしまい、氷河を歩くのに時間が

かかり、暗い中ＢＣに戻ったのは２２時過ぎになってし

まった。今日の行動は１８時間！疲れた。コーラを飲む

だけで何もせず就寝。

　今回のエクスぺディションは、台湾やイランからの

参加者もいたのだが、短い期間であまり話し合う時間

的な余裕がなかった。またこういう機会があったら、

もっと日程的に余裕のあるほうが良いのではと思った。

それにしても、テンシャンはいつ行っても心休まると

ころだ。� （坂上光恵）
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エドガー南壁上部を登るデンプスター

第95回 Mountain World

バインター・ブラックⅡ峰の遭難

池田常道

　カラコルムのラトック山群は、日本人にとってなじ

み深い場所だ。ビアフォ氷河とチョクトイ氷河に挟ま

れたこの花崗岩峰の連なりは、バインター・ブラック

（オーガ、７２８５ｍ）を盟主として３つの７０００ｍ峰を有

し、１９７０年代後半に至るまでどれひとつとして登られ

ることがなかった。バルトロ氷河に面するトランゴ岩

頭群と共に存在は知られてきたが、８０００ｍ峰や７５００

ｍ以上の高峰の初登頂が注目された時代、このような

険しい岩峰に挑む機運はまだ高まっていなかった。

　その先鞭をつけたのは、１９７４年にバインター・ブ

ラックを試みた静岡登攀クラブ隊（秋山礼佑隊長）で

ある。翌年には日本山岳会東海支部隊（原眞隊長）が

ラトックⅠ峰（７１４５ｍ）を、登攀倶楽部京都隊（高田直

樹隊長）が同Ⅱ峰（７１０８ｍ）をそれぞれ試みた。７６年

には朝霧山岳会隊（西原正隊長）がバインター・ブラッ

クの６５００ｍに達したほか、泉州山岳会隊（宮平良男隊

長）がラトックⅠ峰、山岳同人東京隊（永坂末男隊長）

が同Ⅱ峰を試みた。そうこうするうちに７７年、バイン

ター・ブラックは英国のクリス・ボニントンとダグ・

スコット、ラトックⅡ峰はイタリアのアルトゥーロ・

ベルガマスキ隊の手に落ちた。後れを取った日本隊は

７９年、高田直樹隊長のビアフォカラコルム登攀隊がラ

トックⅠ峰を、寺西洋司隊長の広島山の会隊が同Ⅲ峰

（６９４９ｍ）に初登頂して面目を保った。

　これらの初登頂はいずれもビアフォ氷河側から行

われたが、その後興味はチョクトイ氷河側に移る。

ジョージ・ロウら４人の米国隊は、７８年にカプセルス

タイルでラトックⅠ峰北稜を攻め、２０日間で頂上直下

１５０ｍに迫った。この北稜はその後何度も挑戦されて

きたが、いまもって完登されていない。他のピークも

含めてこちら側の壁で成功したのは、２０１２年に米国の

カイル・デンプスターとヘイドゥン・ケネディがバイ

ンター・ブラック南壁を登っただけである。

　そのデンプスターが８月末、スコット・アダムソン

（米）とバインターⅡ峰（オーガⅡ峰、６９８０ｍ）北壁に

向かったまま消息を絶った。バインター主峰とラトッ

クⅠ峰に挟まれたこのピークは韓国隊が固定ロープを

用いて西側から初登頂したが、その北壁はアルパイン

スタイルの対象として最近注目されていた。デンプス

ターとアダムソンは昨年これに挑んだが、６６００ｍまで

登ったところでアダムソンが転落、足を骨折したため

断念していた。今回二人は８月２１日にチョクトイ氷河

のＢＣを出て取付き、２日目にコックのアブドゥル・

ガフールがルートの中ほどを行くヘッドランプの灯

りを視認したものの翌日から天候が悪化し、２５日の下

山予定日を過ぎても消息はなく、遭難したものと推定

されている。隣のラトックⅠ峰に挑んでいたドイツの

トーマス・フーバーもパキスタン陸軍のヘリに同乗し

て捜索したが無為に終わった。万一、登攀後反対側に

下降したかも知れないと、装備を携えたポーターの一

団がビアフォ側へ派遣されたが、空振りに終わった。

　デンプスターは米ユタ州のクライマーで３３歳。２００８

年にヒスパー氷河のタフ・ルタム（６６５１ｍ）西壁に単

独で挑み、２１日間で６５００ｍに迫った。０９年にはブルー

ス・ノーマンド（英）、ジェッド・ブラウン（米）と中国・

新疆の雪蓮西峰（６４２２ｍ）を初登攀してピオレドール

を受賞。１２年にはヘイドゥン・ケネディ（米）と組み、

Ｋ７（６９３４ｍ）東壁に引き続いてバインター・ブラッ

ク南壁を登って２回目の受賞をしている。１０年には再

びノーマンドと中国へ行き、四川省のエドガー（６６１８

ｍ）南壁を登っている。

　アダムソンもユタを本拠とする、１歳年上の３４歳。

ザイオンでムーンライト・バットレス（５．１２ｄ）を

オンサイトしたほか、氷とミックスのルートを拓く一

方、２０１３年５月にはクリス・ライトとアラスカのムー

スズ・トゥース東壁で２本の新ルートを登った。そ

の年の秋にはライトとネパールへ行き、ルーナク西峰

（６５０７ｍ）とパンブク北峰（６５８９ｍ）の初登頂をものに

した。２０１４年にはアラスカ・ハンティントンのイディ

オット・ピークに１５００ｍの新ルートも拓いた。
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

岡山市内南東部　操山（みさおやま）

新
連
載

　この「操山」は、岡山市街地中心に近くありながら豊

かな自然が息づくオアシスを形成しております。岡山

市市内電車・東山電停が西の登山口となり、主稜線を

歩いても約６ｋｍで東部・百間川（市内を流れる旭川

の排水路）に到達出来ます。標高は僅か１６９ｍながら、

中央部北部の沢田部落が「筍の産地」と「富有柿の産地」

として古くから人間と自然が調和した「里山」が形成さ

れてきました。

　そして、歴史の名残を残す各種の古墳は１００基余を

数えます。山の裾野には有名な寺社仏閣が点在し、現

代でも修練道場として多くの人々引きつけています。

四季折々の豊富な植物や野生小動物、野鳥たち…。

　人と自然が仲良く共存する「操山」は、森林浴、ハイキ

ング、豊富な植物観察、古墳巡り、バードウォッチング

などなど、自然とのふれあいが楽しめるフィールドです。

　岡山市公園協会が中心となって、平成１１年に「豊か

な自然と里山の暮らしに触れあおう」を合い言葉に、操

山中央部・沢田部落に「操山公園里山センター」を建設

しました。敷地１．３ヘクタールに（里山センター、里

山農園、炭焼小屋、多目的ふれあい広場などなど）、建

物９２０㎡には（１００人収容の多目的ホール、ふれあいス

ペース・展示物、３０人収容の会議室、ボランティア室、

調理室などなど）が出来上がり、色んなイベントが展開

されています。特筆すべきはボランティアによる行事

プログラムの数々です。

その一部を紹介しましょう。

●操山を楽しく歩くプログラム。／７講座。
●操山の自然を知るプログラム。／８講座。
●里山を楽しく体験するプログラム。／ １４講座。
●里山を楽しく学ぶプログラム／２講座。
●環境教育プログラム／１講座。
●季節のイベント・・・などなど。／適宜。
　里山センターの活動も設立から１７年になり、各講座

には固定客が出来、休日の講

座などは定員オーバーになる

こともあるようです。

　私達、岡山県山岳連盟の活

動で「ジュニア委員会」の活

動など、昨年度「操山」を歩

きましたが、里山センターの

ノウハウを活用、提携するこ

とによって密度の高い活動が可能となると考えます。

� （記　岡山県山岳連盟会長　大森武生）

百間川から南に西から東へと広がる

操山公園里山センター

案内板

第３回海外登山懇談会のご案内
日　時　2016年11月17日（木）19時~21時
　　　　（開場18時30分）
会　場　国立オリンピック記念青少年総合センター
　　　　センター棟304号室　http://nyc.niye.go.jp/
参加費　500円（予約不要）
内　容	 講演会「働きながら海外の山へ」
	 「私の海外登山・山スキーの旅―山と仕事と」（坂上光恵講師）
	 「子連れだからこそ海外へ！家族で楽しむアメリカクライミング」（山岸尚将講師）
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　平成２８年度山岳レスキュー講習会（無雪期）は、富

山県の国立登山研修所にて、９月９日（金）～１１日（日）

の２泊３日の日程で開催された。事前の予報では雨の

中での実施も予想されたが、当日は小雨がぱらつく時

もあったが、概ね曇天で比較的涼しい状況での講習実

施となった。受講生４２名の参加を得て、講師・スタッ

フ１８名の陣容での開催となった。講習は、ハイキング

レスキュー、クライミングセルフレスキューＡ・Ｂ、

及びワークレスキューの４班に分かれての講習となっ

た。ハイキングレスキュー及びクライミングセルフレ

スキューの班では、登山者が自身のパーティーまたは

他パーティーの事故に遭遇した時に対応できる種々の

技術を学んだ。

　ハイキングレスキューでは、一般登山道における登

山者の傷病に対応できるように傷病者の搬送や応急処

置、ビバーク時のツエルトの取り扱い方などを学んだ。

応急処置の講習では、ケガを模したメークアップをし

たスタッフを相手に処置をするなど臨場感あふれる講

習となっていた。さらに、事故を未然に防ぐために、危

険個所の通過に使えるロープを用いた歩行補助などの

基本的なロープワークも学んだ。講習の最終日には、

登山道で発見した傷病者を応急処置後に搬送するシ

ミュレーション実習を行った。

　クライミングセルフレスキューでは、ロッククライミ

ング中に岩場で事故等のため宙づり状態で動けなくなっ

たクライマーをパートナーが一人で救助する方法を学

んだ。クライミングセルフレスキューＡ班は、そのため

の基礎技術を習得するコースとなっており、クライミン

グセルフレスキューの入門部となっている。事故クライ

マーの荷重を岩場のアンカーに移してビレイ体制から解

放される技術、事故クライマーのところまで安全を確保

したままでロープをたどって登る技術、支点を構築する

技術、事故クライマーを収容しながら下降する技術につ

いて順を追って

学んだ。最終日

には、各受講生

はこれらを一連

の流れで実施す

るまでに至るよ

うになった。

　クライミング

レスキューＢ班

は、既にＡ班で

講習する個々の

技術を身に着

けている受講

生が、傾斜も高さもある岩場でシミュレーションを中

心に救助の一連の流れの中で技術を高めていく講習を

行った。受講生はリピーターや経験を積んだ方も多く、

情報交換等で研修を有意義なものにしていた。

　ワークレスキューは、各地の消防士や警察官を中心

にした受講生を対象に、山岳地での組織的救助活動に

ついて講習を行った。他の班では登山者のセルフレス

キューということで持ち合わせの装備で対応する講習

となっているが、ワークレスキューの場合はロープウ

インチやレスキューハーネスなど救助活動に特化した

装備を使うことが特徴である。基礎的技術の講習から

実際の岩場でのチームでの連携を意識した実習を行

い、最終日には傷病者２名を救助するシミュレーショ

ン実習を行った。

　３日間の講習を通して、各講習生が目的に合った技

術を身に着けていただいたものと思える。

（遭難対策委員会  服巻辰則）

平成２８年度夏山レスキュー講習会

セルフレスキューA セルフレスキューBワークレスキュー
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平成２８年度自然保護委員総会
（第４０回記念山岳自然の集い中央大会）

　平成２８年度自然保護委員総会が、９月３日（土）～４

日（日）、国立オリンピック記念青少年総合センターで、

２５都府県から７２名が参加して開催された。今回の開催

は常任委員及びその出身団体から募った２８名のスタッ

フで運営された。第１日目は開会式のあと基調講演と総

会（参加都府県の活動発表を主体）、第２日目は分科会

討議とフィールドスタディーが行われた。開催概要を次

に示す。

（第１日目）
　１３：３０から開会となり、冒頭に行われた主催者挨拶で、

八木原会長から、今大会への参加に対し歓迎が述べら

れるとともに、スポーツクライミングが東京五輪の競技

種目となったことに触れ、日山協に対する世間の注目度

が一層なものとなって、各種課題解決に向けた一層の組

織努力への邁進が表明された。

　引き続いて行われた基調講演では、小林篤氏（東邦大

学研究員地理生態学研究室訪問研究員）から「山岳自然

とライチョウの保護活動の現状」を演題として約１時間

の講演を拝聴。近年、生物多様性の劣化改善に向けた

緊急課題として絶滅危惧種の日本ライチョウの実情に

ついて聴取を行った。日本を南限とするライチョウ（雷

鳥）、かつては、「鶆（らい）鳥」と記すほど山岳文化には
因縁がある。ここで説明するライチョウは北海道に生息

するエゾライチョウとは外見やＤＮＡとも異なり、夏毛

と冬毛が生え替わる種で、アイスランド・スカンジナビ

ア半島・シベリアに生息するLagopus属。近年の温暖

化や生態系の変化などの影響により、生息数の減少が

危惧されている。特にキツネ・テン・烏などの生息地へ

の侵入により、卵・雛の摂食被害による数的現象が緊急

課題となっている。この種の保全に向け、域内・域外の

双方の手法が実践的に研究されてきており。演者が専

ら研究する域内保全では乗鞍岳や北岳でのケージ（保

護用鳥籠）法を用いた雛と親鳥の保護が、幾度もの調査

で得た損失率の高い６月頃の孵化期から約１か月につ

いて、保護を実践し、有望な成果を得、今後の展開が期

待できるに至った。

　基調講演のあと行われた総会議事では、日山協自然

保護常任委員会の活動報告のあと、参加都府県の夫々

から前回総会以降の１年間の活動報告が行われた。この

報告時間は４～５分ではあったが、２５都府県の自然保

護活動やその動向が周知された。熱気あふれる議事も

１７：４５予定通りの閉会となり、集合写真後、宿舎に入り、

その後の夕食会へと流れた。

（第２日目）
　朝食後、３課題に分かれて分科会形式で開催、約１時

間の討議が行われ。その後に合同会議にて分科会のま

とめをおこなった。それぞれのタイトルは、①「オーバー

ユースとトイレ問題、入山料等について」、②「稀少植物

の保護、植物の多様性維持のための活動について」、③

「自然保護指導員の活動について」とし、熱心な討議が

行われた。①では登山者の集中によるオーバーユースと

これに関連するトイレ問題や「その対策としての入山料

徴収」などについて、②では希少植物の保護の必要性と、

保護活動に向けたボランティアの推進について、③では

日山協自然保護指導員規程の第１条（目的）に、自然保

護憲章の精神に則るとあるが、指導員不在の県等もあり

憲章の精神が浸透していないと推察でき、自然保護指

導員制度とその活動のあり方について意見を探る。…と

した。

　昼食後、⒉グループに分かれ、「明治神宮の森」及び「国

立博物館自然教育園」へ出かけ都会地に残された人工の

森を題材として、フィールドスタディーを行った。「明治

神宮の森」では造営開始から１００年で極層林へと遷移が

進んだ常緑闊葉樹の巨樹の森を、「自然教育園」では、東

京都心にありながら自然状態の常緑広葉樹林が残され、

２０ヘクタールの園内では１４３６種の植物、２１３０種の昆虫、

１３０種の鳥類と豊富な動植物を擁している。フィールド

スタディーで自然保護常任委員が説明に立ち、自然美再

生に向けた人工的な成果の一端を紹介した。

　総会閉会後、希望者によりオプション山行として、埼

玉県山岳連盟の支援の下で、両神山へ１泊２日のオプ

ション登山を行った。両神山の白井差新道を地主であり

小鹿野町会議員でもある山中豊彦氏の案内にて両神山

登山を行い、山中氏自身から自然解説を受け、全日程を

終了した。
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ＵＩＡＡ MEDCOM MEETING at TELLURIDE
ＵＩＡＡ医療部会報告

　ＵＩＡＡ医療部会年次集会は、今年は８月４日、米

国コロラド州にある冬場はスキー、夏場は避暑地で有

名なTELLURIDEで行われた。この会議には写真にあ

る各国代表が参加した（日本からは増山と上小牧が参

加した）。議事は以下の通り。

１．新しいＵＩＡＡ−Med のpresidentに、George Rodway

（ＵＳＡ）が選出された。前委員長David Hillebrant（ＵＫ）

は、ご苦労さまでした。

２．各国報告に関する討議

　Sweden, Germany, Japan, UK, Canada, Nepal, Italy, 

Czech, Brazil, USA, Netherland, France, Norway, 

Spain, Argentina 計１５か国から報告があった。うち９

か国が欧州勢であり、世界の趨勢をここでも表してい

る。奇しくも同日に正式決定が行われた東京２０２０年

オリンピックでの追加協議種目となる（ＵＩＡＡの

News Letterがtopで取り上げていた）スポーツクライ

ミング種目について報告した。Sport Climbingは、Ｕ

ＩＡＡが所管する種目ではないが、Ice Climbing競技

を２０２２年の北京冬季オリンピックの正式種目に取り

上げてもらおうとしているＵＩＡＡはこれを追い風に

しようとしている。そのためにも、ＵＩＡＡ−Ｍｅｄ

としては、sport & ice climbingに共通する、medical 

regulationをまとめようとしている。日本もこの策定

に当たり応分の協力を求められることとなろう。

３．ＵＩＡＡ Advice and Recommendationsについて

　http://theuiaa.org/medical_advice.htmlに現在２３項

目示されている、Advice and Recommendationsにつ

いて、提案があり解決策が討議された。

Ａ．updateせねばならない項目が多くある。

Ｂ．新たに付け加える項目のリストアップと整理が必

要。Sport Climbingに伴うリスクも要求される。

Ｃ．すべてのpaperはしかるべきjournalにアクセプト

されるレベルであるべき（そうでないものもある）。

Ｄ．薬物使用に関する論文はＨＡＭＢにアクセプトさ

れたばかりで、これはよかった。

４．Social media update　Website updateについて。

５．副委員長については、Thomas Kupper（Germany）

が承認された。

６．昨年のＵＩＡＡ－Korea総会の報告

７．新委員長、George Rodway（ＵＳＡ）の抱負

Ａ．ＩＫＡＲ，ＷＭＳ，ＩＳＭＭの三つの組織との連携

を大切にしたい。

Ｂ．学問的な側面と実際的な現場の課題を融合させたい。

Ｃ．インドやネパールでの国際的活動をきちんと組織し

たい。

８．次回の会議は、２０１７年３月２７−３１日に行われる

ネパール登山医学会議に合わせて行う。 

（医科学委員長　増山　茂）

国体第３期実施競技選定に係るヒアリング報告

　９月１５日に国体第３期実施競技選定に係る日本体育

協会のヒアリングが岸記念体育会館行われた。日体協

側は、荒川昇国体委員会副委員長、松丸喜一郎ワーキン

グ座長（ＪＯＣ常務理事）、大橋卓弁護士、岩田史昭国体

課長。日山協からは尾形副会長、森下競技部長、西原競

技運営委員長が出席した。

　先ず、本協会からジュニアの育成強化及び女性アス

リートへの対応と組織のガバナンス等についてプレゼ

ンを行った。

　現在、スポーツクライミングが世界のトップクラスで

活躍できるのは、国体で全国へ競技普及が成されたこと

が土壌にあり、第５７回高知国体、第６３回大分国体が大

きな転機となっていることを説明した。

　ヒアリングは、事前に提出した回答書に沿って進めら

れ、幾つかの回答については、好意的に良い方向へ変更

を求められた。

　競技者育成プログラム、組織のガバナンス対応、役員

選考、アスリート委員会等について評価を頂いた。また、

強化育成をなすのが、「指導者育成プログラム」である

とのコメントもあった。

　今後の要望として競技名を「スポーツクライミング競

技」に変更すること、少年種別を中学２年生から実施す

る事をお願いした。競技名は、法人名からつけているの

で、法人名称が変われば変更し易いとの事。
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平成２8年度（２８年９月）
常務理事会・連絡部会報告

日　時　平成２８年９月８日㈭
　　　　連絡部会１８時～ １９時５０分
　　　　常務理事会　１９時５０分～ ２１時
場　所　岸記念体育会館・４Ｆ特別会議室
出席者　八木原会長、尾形・髙橋・亀山各副
会長、小野寺、西内、森下、瀧本、仙石、水
島、中瀬各常務理事、相良財政理事、小日
向選手強化、澤田委員長、中畠監事
委　任： 國松副会長　京オ常務理事、増山理
事・医科学委員長、西原競技運営、山本技
術（審判）、松隈自然保護、角田ＡＤの各委
員長（２２名中　１５名出席）

１．議　事
⑴平成２８年度８月常務理事会議事録の承認
について（事前送付済）
　事前送付で確認されており承認された。
⑵臨時理事会議事録承認について
　事前送付で確認されており承認された。
⑶臨時総会へのステップと各岳連への送付
アピール文面案について
　資料に基づいて提案説明があり、修正して
再度提案することで、了承。
⑷パブリックコメントについて
　資料に基づいて提案説明があり、修正して
再度提案することで、了承。
⑸アジアユース派遣選手について
　提案通り、１０名の選手の派遣が承認された。
⑹ＢＪＣ予備予選会について
　提案通り、承認された。
⑺ＳＣ指導員・上級指導員講習会追加につ
いて
　瀧本常務理事より年度計画にはなかった
が、山口県で開催したい旨の提案説明があ
り、承認された。
⑻国体競技規則集の印刷について
　当面必要な部数のみ印刷することで、承認。
⑼ブロック別研修会実施要項について
　資料に基づいて提案があり、一部訂正の
上、承認された。
２．報告事項
⑴８月度会計月次報告について
　相良理事より資料に基づいて説明された。
小野寺事務局長からは今年度のＪＯＣ補助
金が増額になるとの報告があった。詳細は
今月中に判明とのこと。
⑵熊本地震義援金について　
　八木原会長から９月７日に熊本岳連へ８
月末までの義援金８６９，６３４円を届けてきた
報告があった。
⑶岸記念体育会館警備強化について
　小野寺事務局長が資料に基づいて説明さ
れ、８時３０分から２１時の間、地下駐車場か
らの入出ができないとの事。
⑷ジュニア登山教室について
　西内部長より報告があった。参加者は９名
とのこと。
⑸マイナンバー取得外部委託と源泉徴収書
について
　小野寺事務局長よりマイナンバーの保管管
理をセコムに外注する旨、報告があった。
⑹ＢＪＣ実行委員会報告
　森下部長が資料に基づいて報告した。
⑺国体マスコミ対応について
　森下競技部長から国体のマスコミ対応に

ついて説明があった。
⑻指導員制度改革に関するアンケートと回
答について
　瀧本指導委員長から資料に基づいて説明
があった。日体協も国際的視野に立って資
格の名称変更を考えているとのこと。
⑼選手強化委員会よりの報告
　８/３１ ～９/１に行った、世界選手権の強
化合宿の報告があった。
⑽諸規程について
　次の理事会に組織・管理運営規程の改訂
を諮り、承認を受けてから規程集に製本し
て配布したい。
⑾公募型の登山ツアーについて
　参加費に含めてバス代、宿代を集めて、一
括手配を行うと旅行業法違反になるので、
事業を行う場合は要注意とのこと。
３．指導員・審判員　検定結果報告
⑴ＳＣコーチ認定について
　受講者数１１名中、以下の８名の合格が承
認された。
　目次容子（千葉）、阿部雅史（千葉）、米津篤
司（富山）、正田信一（大阪）、清水宏明（東
京）、柘植求（群馬）、山田雅之（秋田）、奥
井健吾（京都）
４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴アウトドアビレッジカップ後援　
⑵神奈川県民登山後援　
⑶大阪第１０回生駒チャレンジ登山後援
⑷第３回大学スポーツクライミング選手権
後援　
⑸アイスクライミングチャンピオンシップ・
ミレー大会後援　
⑹第５回ＮＳＣＡ後援
⑺「Ｔｏｋｙｏどこでも競技場プロジェクト」
協力依頼
　上記⑴～⑺に関して異議なく承認された。
５．専門委員会動静　
　８月（８月１２日～９月５日）
⑴ジュニア・普及 委員会
　８月３日㈬　出席５名
　ア）ジュニア登山教室 in 立山の準備につ
いて
⑵国際委員会　　
　８月８日㈪　出席１０名、委任２名
ア）第３回海外登山懇談会について　１１/１７
㈭、国立オリンピック記念青少年センター
　・講師案：坂上光恵（ＪＡＣ千葉支部会
員　聖徳大学付属女子中高等学校兼任講
師）、山岸尚将（チーム８４/ＣＣ蒼氷）　
イ）国内外に向けてのＨＰ案について
　国内向け「①海外からの案内」「②海外登山
地最新情報」「③海外登山の手続きガイド」
　外国向け「④About Japanese Mountains」
「⑤Mountain Area Information」
　⑤については、現存する外国語対応サイト
へのポータルサイトにする方針。
　④は笹生委員がたたき台を作る予定だが、
次回以降、内容も詰めていきたい。
　ウ） 山岳スキー競技部門の立ち上げについて
　国際委員会の事業として来年度の大会開催
を目指したい旨、澤田より説明があった。
⑶自然保護委員会　　　
　８月１８日㈭　出席１５名　
ア）第４０回自然保護委員総会について
　・参加受付状況、準備状況、担務、タイム
スケジュール、分科会各グループテーマの
摘出及び集約について
イ）情報交換・連絡事項
⑷指導委員会　　　　　
　９月５日㈪　出席１３名 委任３名
ア） 夏山リーダー検討会報告（８/３０）

　・テキストアウトライン作成
イ） 指導・遭対合同研修会報告
　・参加者２９名、指導、遭対のロープ結束の
考えの違いの確認。
ウ） ＳＣ指導者養成講習会報告
①茨城（ＳＣ指導員）７/９−１０、８/２０−２１
②宮崎（ＳＣ上級）１０/２２−２４
③近畿ブロック（ＳＣ指導員）１０/２５−２６、１０/２９−３０
④富山（ＳＣ指導員）１１/１９−２０、１１/２６−２７
⑤北海道（ＳＣ指導員）９/３−４、１１/２６−２７
⑥中国ブロック（山口：ＳＣ指導員＋上級）
１０/２９−３０、１１/１９−２０
エ） 日体協・スポーツ指導者アンケートにつ
いて
オ） 登攀技術研修会について
　１０/１㈯－２㈰、宿泊：大村ヤスダオーシャ
ンホテル
カ）ＳＣコーチ専門科目採点状況
キ）ＳＣ指導員養成講習会・中国ブロク合同
開催について
ケ）夏山リーダー検討会について
　９/２７㈫　１９：００ ～場所：都岳連会議室
⑸競技部　競技運営委員会　　　
　８月１８日㈭　出席１４名
ア）岩手国体準備状況について
　・実施要領・競技役員全体会議の時間変
更に伴う表記について
　・メディア（広報）対応について
　・抽選会について（９/４、１０時集合）
イ）競技部ブロック別研修会について
　・Ｃ級審判員認定研修
　・競技運営、指導者研修
　※従来の国体運営研修を、単年度３ブロッ
クとして「指導者対象研修として実施」（案）
　・国体競技運営員認定研修
　・その他、アンチ・ドーピング研修会を単
年度３ブロックとして実施。
ウ）愛媛県岳連より競技運営委員会常任委員
派遣依頼について
　・松本一志競技委員長推薦
エ）第７３回国体（福井国体）以降のリハーサ
ル大会について
オ）報告事項
　①国体第３期実施競技選定に係る日体協
ヒヤリングについて
カ）第７７回国体正規視察について
　・１０月１３日㈭　森下競技部長、西原派遣
キ）第７２回国体（えひめ国体）リハーサル大
会名称について
　・「スポーツクライミング第３１回リード
ジャパンカップ」
　・石鎚山カップ・ボルダリング大会―
　愛顔つなぐ愛媛国体山岳競技リハーサル
大会
　第７２回愛媛国体実施要項作成依頼について
ク）第７４回茨城国体競技日程調査について
　・平成３１年１０月４日～ １０月６日（３日間）
確認・報告
ケ）日本体育協会の名称変更に関する調査に
ついて
⑹競技部　競技運営委員会　　　　　
　９月３日㈯　出席１４名
ア）岩手国体準備状況について
　・「ユニフォーム」への質問について
　・国体質問票「帯同トレーナー」の行動に
ついて
　・実施要領について
　・競技役員全体会議の時間変更に伴う表
記について
　・メディア（広報）対応について
　・資格審査結果について
　・抽選会について（９/４、１０時集合）



　スポーツクライミングが東京2020オリン
ピック大会の追加種目に決まってからＴＶに
取り上げられることが多くなった。極めつ
けはＮＨＫで放映された世界選手権パリ大
会で本紙でも掲載の通りであり、そのパフォー
マンスはまるで忍者の様だ。若手も伸びて
きており今後の日本チームの活躍が期待さ
れる。
� （広報担当 水島彰治）
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寄贈図書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
南高尾城山陣馬サンセットトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会

寄
贈
本

宮本数男 「ふるさと福井の山」 宮本数男著
ナカ二シヤ出版 「京都府山岳総覧」－京都府339山案内   内田嘉弘・竹内康之 編著
(株)山と溪谷社 「果てしなき山稜-襟裳岬から宗谷岬へ-」 志水 哲也 著
(株)山と溪谷社 「マタギ奇談」 工藤 隆雄 著

雑
誌

山と渓谷社 「ROCK&SNOW」 ０７３
（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」 №832 2016.10
山と渓谷社 「山と渓谷」 №978 2016.10
Red Fox 「Red Fox outdoor equipment」 2016 №12

会
　
報

横浜山岳会 「山」 1011号 2016年9月
中華民国山岳協會 「中華山岳」《雙月刊》 254
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第591号
モンベル 「OUT WARD」 №72
mountainkorea 「人と山」 №323
（一財）日本防火・防災協会 「地域防災」
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」№461
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース・体協フェアプレイニュース」2106年8月29日号
（公財）全日本ボウリング協会 「ＪＢＣnews」第538号
（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ アルク」 2916 10・11
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース」2106年8月29日号
三峰山岳会 「岩つばめ」351号
中国登山協会 「山野 CHINA OUTDOOR」 総第217期
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」 №323
（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 vol. 27  2016  09-10
La rivista del Club alpino italiano 「Montagne360」 2016.9
Korean Alpine Federation 「大山聯」 2016 September Vol. 213
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」 第326号
長野県山岳協会 「やまなみ」 №222
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 №500
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース・体協フェアプレイニュース」2016年9月12日
（公社）日本山岳会 「山」 No.856
東京野歩路会 「山嶺」 №1039
大阪府立体育館 「季刊 府立体育館」 No.118
（公社）日本山岳会 「山岳」 2106年 V0l. 111
おいらく山岳会 「山行手帖」 №682
常北山水会山岳部（助川 勉） 「山水」 第42号

編集後記

イ）第７２回愛媛国体山岳競技実施要項（案）
について
ウ）競技部ブロック別研修会について
　・九州ブロック（長崎県岳連主管）より、
開催日程の変更申し出（３/１１−１２へ）
エ）国体競技規則集の発行について
　・収録する内容規則の整理と規則改正の
有無
オ）第７３回国体（福井国体）以降のリハーサ
ル大会のあり方について
カ）その他
　・審議事項多岐に伴う、１０月２０日㈭の臨
時委員会開催について
⑺ 遭難対策委員会　　　　　
　８月３１日㈬　出席１２名
ア） 指導・遭対合同研修の報告
　・指導と遭対で指導内容が違うため確認
を行った
　・指導は技術の検定を目的として、遭対は
救助の流れを目的としているため内容が違
う。
　・今後はその技術を教える前に違いの説
明をする。
　・制動確保として意図的に流すことをなぜ
教えるのか？　スポーツクライミングやフ
リークライミングでこういう止め方をして
いるからという理由はアルパインクライミ

ングとして教える場合の説得力に欠ける。
・本来は支点にかかる負荷を減らすためであ
るが、そういう支点を使わないように教え
るべき。

・そういう支点の場合の制動確保の優位性は
わかるが初心者に教える必要があるのか？

・最近のビレイディバイスは一定以上の力が
かかると墜落者に負荷がかかりすぎないよ
うに流れるようになっている。

・遭難対策としての見解をまとめて指導と話
し合う。
１） 夏山リーダー資格に関して
・日体協の資格基準が変更になる案が出ている。
・名前がコーチとなり、コーチ１、 コーチ２、
３、４、５と５段階になる。レベルは指導員
が２、上級が３になる

・夏山リーダーをコーチ１の専門に該当させ
るという案があるが、専門の講習時間が７
時間と大きくかい離している。

・夏山リーダーのシラバスの大項目、中項目が
まとまった。これから小項目、内容と進む。

・計画から宿泊までを指導が、セルフレス
キュー以降を遭難対策が担当する。

・テキストは文面を年度内にまとめ、来年度
予算で印刷する。

・１０月８日～ １０日に西内委員長がスティー
ブロングに会いに行くついでに内容を確認

するために国立登山研修所に行く。
・安全登山教室の本が在庫がないため５００部
増刷する。
２４） 無雪期レスキュー 講習会について
・スタッフ配置及び準備・手配
・講師１８名、受講生３８名で確定とする
６．その他の重要事項　
　８月５日～９月７日 
⑴噴火時等の手引き作成委員会　８月５日㈮
　於：中央合同庁舎８号館　尾形副会長
⑵インターハイ登山競技大会参加
　８月５日㈮～ １０日㈬　於：岡山県・蒜山、
八木原会長、國松副会長、小野寺事務局長
⑶祝日「山の日」記念「山の日の歌」発表会　
８月８日㈪　 於：ホテルグランドパレス
尾形副会長
⑷第１回「山の日」記念全国大会　　
　８月１０日㈬～ １１日㈭　於： 松本、上高地
　八木原会長、尾形副会長
⑸第１９回ＪＯＣジュニアオリンピックカッ
プ　８月１３日㈯～ １５日㈪　於： 富山県南
砺市　八木原会長、森下部長、他
⑹ルートセッター研修会
　８月１６日㈫～ １８日㈭　於： 富山県南砺市
　山本委員長、他
⑺ジュニア登山教室 in 立山　８月１７日㈬～
１９日㈮　於：国立立山自然青少年の家
　本木顧問、西内部長、中瀬委員長、他
⑻臨時理事会　８月２７日㈯　於：フォーラ
ムエイト　八木原会長ほか
⑼選手強化合宿・記者会見　８月３１日㈬～
９月１日㈭　於：Ｂ−Ｐｕｍｐ荻窪店、ナ
ショナルトレセン　尾形副会長、森下常務
理事、小日向委員長
⑽日本山岳写真協会表彰式　　９月３日㈯
　於：上野精養軒　八木原会長
⑾第４０回自然保護委員総会
　９月３日㈯～４日㈰　於：国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター　八木原会長、
松隈委員長
⑿第７１回岩手国体組合せ抽選会
　９月４日㈰　於： 岸記念体育会館　尾形
副会長、森下競技部長、京オ副部長、西原
委員長
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